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第
３
回
世
界
大
会
で
は
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

オ
ー
ル
・
グ
ロ
ー
バ
ル
ユ
ニ
オ
ン
の
運
動

方
針
で
あ
る
「
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
」

が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
2
0
2
1
年
か
ら

2
0
2
5
年
の
４
年
間
の
目
標
を
掲
げ
、

そ
の
実
現
の
た
め
の
運
動
を
定
め
た
文
書

で
す
。
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
は
、
第
１

部
の
「
世
界
の
政
治
・
経
済
・
社
会
・
労

働
情
勢
の
概
観
と
分
析
」で
現
状
の
分
析
、

第
２
部
の
「
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
・
グ

ロ
ー
バ
ル
ユ
ニ
オ
ン
の
戦
略
目
標
・
行
動
」

で
の
４
項
目
の
戦
略
目
標
と
行
動
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

使
命
・
現
状
分
析
・
代
替
案

　

第
１
部
の
導
入
の
「
は
じ
め
に
」
で

は
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
・
グ
ロ
ー
バ

ル
ユ
ニ
オ
ン
の
使
命
を
「
万
人
の
た
め

に
適
正
な
生
活
水
準
を
実
現
し
、
社
会

的
公
正
、
平
等
、
公
平
を
確
保
す
る
こ

と
で
あ
る
」
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
2
0
2
1

－
2
0
2
5
に
つ
い
て

労
働
運
動
が
始
ま
っ
て
か
ら
現
在
ま
で
、

あ
る
程
度
は
改
善
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、

ま
だ
ま
だ
社
会
は
不
公
正
で
、
不
平
等 

で
、
不
公
平
で
あ
り
、
適
正
な
生
活
水
準

が
実
現
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
意

味
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
こ
れ
か
ら
の
構

造
転
換
に
よ
っ
て
、
仕
事
の
世
界
が
課
題

と
リ
ス
ク
に
晒
さ
れ
て
い
る
と
の
認
識
を

持
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
現
在
は
安

定
し
て
い
る
雇
用
や
労
働
条
件
が
、
構
造

変
化
に
よ
っ
て
、悪
影
響
を
受
け
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
か
と
の
懸
念
が
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
は
「
全
世
界
の

製
造
業
労
働
者
の
代
表
と
し
て
、
デ
ィ
ー

セ
ン
ト
な
雇
用
と
持
続
可
能
な
生
活
に
向

け
た
公
正
な
移
行
の
概
念
に
基
づ
い
て
、

こ
の
大
規
模
な
転
換
を
管
理
（
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
）
で
き
る
よ
う
に
す
る
途
方
も
な
く

大
き
な
責
任
を
負
っ
て
い
る
」
と
自
ら
の

責
任
を
明
確
に
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
状
況
に
つ
い
て
は
、
現
状
分

析
の
部
分
に
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
特

に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
な

蔓
延
に
よ
り
世
界
中
の
労
働
者
が
直
面
し

て
い
る
危
機
が
、
医
療
や
社
会
的
保
護
の

不
平
等
さ
を
あ
ら
わ
に
し
た
こ
と
に
触
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
以
外
に
も

•

保
守
的
な
右
翼
政
党
や
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
、

独
裁
的
・
権
威
主
義
的
指
導
者
の
出
現

と
強
力
化
が
民
主
主
義
を
危
機
に
陥
れ

て
い
る
。

•

富
裕
層
に
対
す
る
過
小
な
課
税
や
長
年

の
緊
縮
財
政
と
公
共
支
出
削
減
、
現
在

の
不
公
正
で
持
続
不
可
能
な
グ
ロ
ー
バ

ル
経
済
モ
デ
ル
が
、
不
平
等
拡
大
の
一

因
と
な
っ
て
い
る
。

•

現
行
の
貿
易
協
定
が
労
働
者
の
権
利
と

持
続
可
能
な
開
発
の
促
進
に
貢
献
し
て

い
な
い
。

•

外
国
投
資
が
多
い
国
々
で
は
労
働
条
件

や
賃
金
、
社
会
保
障
が
改
善
し
て
い
な

い
。
不
安
定
雇
用
も
減
少
し
て
い
な
い
。

岩
井 

伸
哉

金
属
労
協
／
Ｊ
Ｃ
Ｍ
国
際
局
部
長

•

多
国
籍
企
業
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の

末
端
で
は
、
最
低
限
の
生
活
し
か
で
き

な
い
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
経
済
で
働
い
て

い
る
労
働
者
が
多
数
を
占
め
て
い
る
。

と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
現
状
の
危
機
に
対
し
、
イ
ン

ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
は
「
代
替
案
」
を
提
示

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
「
持
続
可
能
性
と

環
境
保
全
、
そ
れ
に
地
域
統
合
と
生
産
的

相
補
性
に
根
差
し
た
人
間
中
心
の
グ
ロ
ー

バ
ル
モ
デ
ル
」
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
貿
易
協
定
に
労
働
者
・
人

権
・
環
境
の
保
護
を
盛
り
込
む
こ
と
、企

業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
規
制
、
グ
ロ
ー

バ
ル
資
本
へ
の
公
正
な
規
制
と
民
主
的
グ

ロ
ー
バ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
、グ
ロ
ー
バ
ル
な

経
済
活
動
の
利
益
の
公
正
な
分
配
を
含
ん

で
い
ま
す
。

特
集
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国際労働運動の重要性とインダストリオールの役割特 集

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
の
原
則

　

ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
第
１
部
の
終
盤

で
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
は
主
な
原
則

と
し
て
、以
下
の
項
目
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

•

世
界
中
で
労
働
者
の
真
の
ニ
ー
ズ
に
応

じ
て
組
織
化
す
る
こ
と
。

•

絶
望
に
落
ち
込
ん
で
い
る
か
も
し
れ
な

い
人
々
に
希
望
を
生
み
出
し
、
与
え
る

た
め
に
行
動
す
る
こ
と
。

•

労
働
者
の
技
能
向
上
に
見
合
っ
た
適
正

な
賃
金
を
求
め
て
努
力
す
る
こ
と
。

•

偽
装
自
営
な
ど
、
す
べ
て
の
形
態
の
不

安
定
雇
用
の
継
続
的
な
増
加
に
反
対
す

る
こ
と
。

•

労
働
者
と
家
族
、
地
域
社
会
の
た
め
に

よ
り
良
い
生
活
を
要
求
す
る
こ
と
。

•

普
遍
的
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
と
持
続
可
能

な
未
来
へ
の
公
共
投
資
を
求
め
て
闘
う

こ
と
。

•

仕
事
の
世
界
と
社
会
で
男
女
平
等
を
擁

護
・
促
進
す
る
こ
と
。

•

地
域
社
会
や
国
民
に
主
導
権
を
与
え
、

声
な
き
人
々
に
発
言
権
を
与
え
る
こ
と
。

戦
略
目
標
と
行
動

　

ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
は
、
こ
の
原
則

の
も
と
、
戦
略
目
標
に
従
っ
て
対
応
を
さ

ら
に
強
化
し
調
整
し
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ

ー
ル
加
盟
組
織
と
書
記
局
が
実
施
し
て
い

交
渉
権
、
適
切
な
最
低
賃
金
、
労
働
時
間

の
制
限
、
労
働
安
全
衛
生
に
焦
点
を
当
て

て
い
ま
す
。
ま
た
労
働
者
の
基
本
的
権
利

や
団
体
交
渉
権
の
侵
害
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
連
帯
支
援
に
よ
っ
て

対
抗
す
る
こ
と
で
、
加
盟
組
織
が
対
応
す

る
能
力
を
強
化
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
と

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
「
直
接
使
用
者
・

主
要
企
業
両
方
の
法
的
責
任
を
規
定
し
、

労
働
者
の
権
利
の
尊
重
を
確
保
す
る
政
策

や
法
律
を
策
定
す
る
た
め
の
指
針
を
与
え

る
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

に
関
す
る
Ｉ
Ｌ
Ｏ
条
約
を
要
求
す
る
」
と

し
て
い
ま
す
。
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
も

適
用
さ
れ
る
よ
う
な
同
様
の
規
定
は
、
す

で
に
イ
ギ
リ
ス
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
現

代
奴
隷
法
や
、
ド
イ
ツ
で
一
定
の
法
制
化

が
な
さ
れ
て
お
り
、
Ｅ
Ｕ
に
お
い
て
も
法

制
化
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
グ
ロ
ー
バ
ル
な
不
平
等
と
戦
う
う
え

で
不
可
欠
な
賃
金
危
機
と
の
闘
い
〉

　

繊
維
・
衣
料
産
業
に
お
い
て
は
発
注
元

で
あ
る
衣
料
ブ
ラ
ン
ド
の
発
注
先
の
労
働

条
件
に
つ
い
て
も
責
任
を
負
わ
せ
る
と
い

う
事
例
が
あ
り
ま
す
。
発
注
先
は
主
に
発

展
途
上
国
で
あ
り
、
特
に
東
南
ア
ジ
ア
や

南
ア
ジ
ア
の
諸
国
に
お
い
て
低
い
労
働
条

件
の
下
で
縫
製
さ
れ
た
衣
料
に
つ
い
て
の

批
判
や
、
発
注
の
停
止
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
危
機
に
よ
る
操
業
停
止
な
ど
で
、

解
雇
さ
れ
た
労
働
者
へ
の
補
償
の
対
応
な

ど
が
そ
の
事
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

賃
金
決
定
機
構
へ
の
労
働
組
合
の
参
加
促

進
だ
け
で
は
な
く
、
拘
束
力
の
あ
る
産
業

別
団
体
協
約
の
締
結
ま
で
、
行
動
に
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

〈
女
性
の
権
利
〉

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
は
女
性
だ
け
で
解
決

す
べ
き
課
題
で
は
な
く
、
労
働
組
合
の
中

核
的
課
題
で
あ
り
、
男
女
が
協
力
し
な
け

れ
ば
解
決
で
き
な
い
と
し
、
国
際
労
働
基

準
の
面
で
は
、
基
本
８
条
約
に
加
え
、
第

1
1
1
号
条
約
、
第
1
8
3
号
条
約
、
第 

1
9
0
号
条
約
の
批
准
、
実
施
、
尊
重
を

掲
げ
て
い
ま
す
。
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル

と
加
盟
組
織
の
関
係
の
面
で
は
、
男
女
同

数
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
の
設
置
に
よ
る
、
女
性

参
加
拡
大
と
加
盟
組
織
で
の
女
性
の
主
導

的
役
割
獲
得
を
目
指
す
と
し
て
い
ま
す
。

　〈
不
安
定
雇
用
〉

　

不
安
定
雇
用
の
増
加
は
、
労
働
組
合
の

弱
体
化
の
み
な
ら
ず
、
社
会
的
な
影
響
も

大
き
い
と
し
て
お
り
、
労
働
組
合
に
よ
る

組
織
化
が
先
決
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
労

働
組
合
機
構
の
改
革
も
必
要
と
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
不
安
定
雇
用
の
制
限
、
不
安

定
労
働
者
の
権
利
確
保
、
常
用
労
働
者
と

同
等
の
労
働
条
件
確
保
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ

く
も
の
で
す
。
第
２
部
の
「
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
オ
ー
ル
・
グ
ロ
ー
バ
ル
ユ
ニ
オ
ン
の
戦

略
目
標
・
行
動
」
で
は
「
労
働
者
の
権
利

の
促
進
」「
組
合
の
力
の
構
築
」「
グ
ロ
ー

バ
ル
資
本
へ
の
対
抗
」「
持
続
可
能
な
産

業
政
策
」
の
４
項
目
の
戦
略
目
標
と
行
動

に
つ
い
て
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
こ

の
４
項
目
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
は
現
状
と

目
標
、
そ
し
て
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
の

行
動
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
イ
ン

ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
の
行
動
は
、
今
後
４
年

間
の
活
動
の
具
体
的
な
指
針
で
す
。

　

ま
た
、４
項
目
を
通
じ
て
、一
貫
し
て
掲

げ
ら
れ
て
い
る
課
題
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
、「
基
本
的
労
働
組
合
権
の
保
護
・
維

持
・
向
上
」「
女
性
の
参
画
促
進
」「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
危
機
か
ら
の
復
興
」「
労

働
条
件
の
向
上
・
格
差
の
縮
小
」「
多
国

籍
企
業
へ
の
対
抗
・
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

へ
の
対
応
」「
公
正
な
移
行
」
で
す
。
こ

れ
ら
の
点
は
日
本
の
加
盟
組
織
に
と
っ

て
も
重
要
な
も
の
で
す
。

１
．
労
働
者
の
権
利
の
促
進

〈
基
本
的
労
働
組
合
権
〉

　

中
核
的
労
働
基
準
で
あ
る
Ｉ
Ｌ
Ｏ
基
本

８
条
約
を
含
む
重
要
な
条
約
の
批
准
、
執

行
お
よ
び
尊
重
、
創
立
1
0
0
周
年
記

念
宣
言
の
促
進
を
目
指
す
こ
と
、
特
に
結

社
の
自
由
に
対
す
る
基
本
的
権
利
と
団
体
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ル
経
済
で
働
く
労
働
者
の
フ
ォ
ー
マ
ル
経

済
へ
の
移
行
、
不
安
定
労
働
者
の
常
用
雇

用
へ
の
転
換
促
進
な
ど
の
行
動
が
挙
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。

〈
安
全
衛
生
〉

　

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
ラ
ナ
プ
ラ
ザ
火
災

事
故
の
の
ち
に
締
結
さ
れ
た
衣
料
ブ
ラ
ン

ド
と
縫
製
工
場
と
の
火
災
予
防
や
建
物
の

安
全
に
関
す
る
協
定
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

を
さ
ら
に
他
の
国
に
も
拡
大
さ
せ
る
こ
と

に
加
え
、
鉱
山
に
お
け
る
安
全
お
よ
び
健

康
に
関
す
る
Ｉ
Ｌ
Ｏ
第
1
7
6
号
条
約
の

批
准
、生
物
学
的
危
険（
バ
イ
オ
ハ
ザ
ー
ド
）

に
関
す
る
Ｉ
Ｌ
Ｏ
条
約
の
採
択
、
新
型
コ

ロ
ナ
を
職
業
病
と
し
て
認
め
る
こ
と
な
ど

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
前
提
と
し
て
安
全

衛
生
の
確
保
に
は
ま
ず
結
社
の
自
由
の
尊

重
が
不
可
欠
で
あ
る
と
し
、
そ
れ
を
促
進

す
る
と
し
て
い
ま
す
。

２
．
組
合
の
力
の
構
築

〈
グ
ロ
ー
バ
ル
な
組
織
化
と
行
動
〉　

　

多
国
籍
企
業
の
本
社
の
労
働
組
合
に
最

も
関
連
す
る
活
動
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
「
す
べ
て
の
産
業
で
企
業
別
組
合

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
結
成
を
支
援
し
て
、
世

界
的
な
主
要
企
業
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

全
体
で
組
合
の
代
表
を
団
結
さ
せ
る
た
め

に
資
源
を
提
供
し
、
組
合
の
力
を
強
化
す

る
戦
略
を
立
案
・
実
施
す
る
」
と
い
う
活

動
で
す
。
す
で
に
多
く
の
日
本
の
加
盟
組

織
が
、
海
外
現
地
法
人
の
労
働
組
合
と

様
々
な
形
で
接
触
し
、
連
携
し
て
い
ま
す
。

ま
た
特
に
欧
州
で
は
欧
州
従
業
員
代
表
を

欧
州
外
に
拡
大
さ
せ
る
よ
う
な
形
で
グ
ロ

ー
バ
ル
な
従
業
員
代
表
に
よ
る
連
携
を
行

っ
て
い
る
企
業
も
あ
り
、
日
本
に
所
在
す

る
外
資
系
企
業
で
も
そ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
従

業
員
代
表
の
連
携
活
動
に
関
与
し
て
い
る

日
本
の
加
盟
組
織
も
あ
り
ま
す
。
今
後
、

大
手
企
業
ば
か
り
で
な
く
、
部
品
メ
ー
カ

ー
な
ど
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
海
外
現

地
法
人
の
労
働
組
合
か
ら
、
日
本
本
社
の

労
働
組
合
と
の
連
携
を
求
め
ら
れ
る
こ
と

も
多
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

〈
変
化
す
る
職
場
に
適
応
す
る
労
働
組

合
組
織
の
変
革
／
組
織
化
と
団
結
／
女

性
の
代
表
制
向
上
〉　

　

働
く
人
の
価
値
観
は
多
様
化
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。
従
来
通
り
の
活
動
で
は
労
働
組

合
の
組
織
人
員
は
減
少
し
、
弱
体
化
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
加
盟
組
織
は
懸

念
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
取
り
組
む
べ
き
は
、

女
性
の
労
働
組
合
役
員
が
代
表
す
る
組
織

に
な
る
こ
と
や
、
契
約
労
働
者
や
請
負
労

働
者
な
ど
の
常
用
雇
用
労
働
者
以
外
の
労

働
者
に
組
織
の
範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と
な

ど
、
そ
れ
ま
で
の
組
合
員
の
範
疇
を
超
え

た
組
織
化
を
実
現
さ
せ
る
行
動
で
す
。
さ

ら
に
は
労
働
組
合
の
声
を
広
く
伝
え
る
た

め
の
新
た
な
手
段
と
し
て
の
S
N
S
な
ど

新
た
な
形
態
の
開
発
・
展
開
が
必
要
と
し

て
い
ま
す
。

〈
グ
ロ
ー
バ
ル
な
労
使
関
係
の
構
築
〉　

　

グ
ロ
ー
バ
ル
な
組
織
化
と
行
動
と
関
連

し
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
労
働
者
に
も

組
織
化
の
網
を
拡
大
さ
せ
る
た
め
の
行
動

で
す
。「
拘
束
力
の
あ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
協
定

の
交
渉
・
締
結
・
実
施
」
と
は
従
来
の
Ｇ

Ｆ
Ａ（
グ
ロ
ー
バ
ル
枠
組
み
協
約
）で
あ
り
、

そ
れ
に
は
効
率
的
・
効
果
的
な
国
際
労
働

調
停
・
仲
裁
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
盛
り
込
む
こ

と
が
提
起
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
多
国

籍
企
業
に
関
す
る
行
動
項
目
は
次
章
に
引

き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

３
．
グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
へ
の
対
抗

〈
高
ま
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
企
業
の
力
へ

の
対
抗
〉　

　

こ
こ
で
は
、国
連
条
約
や
Ｉ
Ｌ
Ｏ
条
約
に

加
え
、
人
権
・
労
働
権
の
デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ 

ジ
ェ
ン
ス
を
義
務
化
す
る
拘
束
力
の
あ
る

規
制
策
定
に
向
け
た
運
動
や
、サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
労
働
権
に
対
す
る
責
任
を
多

国
籍
企
業
（
発
注
元
）に
負
わ
せ
る
規
制
策

定
に
向
け
た
運
動
を
、
各
国
レ
ベ
ル
で
実

施
す
る
と
あ
り
ま
す
。

〈
多
国
籍
企
業
の
責
任
〉　

　

多
国
籍
企
業
に
対
し
て
、
国
境
を
越
え

た
組
織
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
労
働
協
約
に

関
す
る
情
報
交
換
、
同
じ
多
国
籍
企
業
の

各
国
の
労
働
組
合
が
ス
ト
ラ
イ
キ
な
ど
の

直
接
行
動
が
で
き
る
権
利
の
擁
護
、
グ
ロ

ー
バ
ル
・
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
労
働
者

の
権
利
と
労
働
条
件
の
改
善
の
た
め
の
戦

略
の
策
定
、
産
業
部
門
の
垣
根
を
超
え
た

部
門
間
協
力
に
よ
る
多
国
籍
企
業
の
購
買

行
動
の
改
善
な
ど
、
直
接
的
な
働
き
か
け

が
提
起
さ
れ
て
い
ま
す
。
労
働
組
合
の
コ

ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
や
投
資
へ
の

影
響
力
強
化
や
投
資
家
と
の
同
盟
の
構
築

に
よ
る
労
働
権
侵
害
企
業
へ
の
投
資
阻
止

と
い
う
、
よ
り
広
範
な
行
動
に
も
言
及
し

て
い
ま
す
。

書記次長就任後の初仕事。
アクション・プランを提案するインダストリオール松﨑書記次長。
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〈
多
国
籍
企
業
と
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

で
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
組
織
化
〉　

　

多
国
籍
企
業
と
の
強
力
な
労
使
関
係
の

構
築
に
よ
る
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
含

む
す
べ
て
の
労
働
者
の
組
織
化
、
雇
用
保

障
、
団
体
交
渉
の
権
利
の
保
障
を
掲
げ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
の
グ
ロ
ー
バ
ル
労
働

組
合
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
で
あ
り
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
従
業
員
代
表
の
設
置
で
あ
り
、

さ
ら
に
は
Ｇ
Ｆ
Ａ
の
締
結
と
実
施
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
全
世
界
の
同
じ
多
国
籍
企
業

の
労
働
組
合
を
強
化
し
、
そ
れ
を
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
に
ま
で
拡
大
し
て
い
こ
う
と

い
う
行
動
を
示
し
て
お
り
、
さ
ら
に
は
、

拘
束
力
の
あ
る
紛
争
解
決
条
項
や
多
数
の

多
国
籍
企
業
に
締
結
さ
れ
る
協
定
の
追
求

が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

４
．
持
続
可
能
な
産
業
政
策

〈
産
業
政
策
へ
の
労
働
者
の
発
言
権
確
保
〉

　

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
の
特
徴
の
一
つ

と
し
て
、
資
源
・
燃
料
の
採
掘
か
ら
精
錬
、

部
品
部
材
製
造
、
組
立
、
最
終
製
品
の
製

造
、
解
撤
・
廃
棄
、
リ
サ
イ
ク
ル
ま
で
の
一

貫
し
た
流
れ
に
加
え
、
ま
た
工
程
間
の
輸

送
機
器
や
製
造
の
た
め
の
機
械
の
製
造
も

含
め
製
造
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
労

働
者
を
代
表
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全

体
で
持
続
可
能
な
産
業
政
策
を
策
定
し
、

労
働
者
・
労
働
組
合
の
声
を
産
業
政
策
に

反
映
さ
せ
、
製
造
業
の
雇
用
の
確
保
を
目

指
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

〈
労
働
者
と
社
会
全
体
に
利
益
を
も
た

ら
す
貿
易
政
策
〉

　

労
働
者
と
社
会
全
体
に
利
益
を
与
え
る

貿
易
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
の

が
労
働
組
合
が
か
か
げ
る
原
則
で
あ
り
、

現
在
の
貿
易
政
策
は
十
分
で
は
な
い
と
い

う
認
識
で
す
。
貿
易
政
策
が
重
要
な
の
は

そ
れ
を
適
切
に
利
用
す
れ
ば
、適
正
な
経

済
・
社
会
・
環
境
開
発
を
反
映
し
た
包
括

的
社
会
を
も
た
ら
す
重
要
な
要
因
の
一
つ

に
な
る
か
ら
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
貿

易
政
策
や
貿
易
協
定
に
、
労
働
者
の
権
利

の
強
力
か
つ
強
制
力
の
あ
る
保
護
を
盛
り

込
む
こ
と
、
労
働
者
の
権
利
や
利
益
が
保

障
さ
れ
た
公
正
な
貿
易
協
定
を
確
保
し
、

あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
で
協
調
行
動
を
と
る
こ

と
が
行
動
と
し
て
提
言
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
／
公
正
な
移
行
〉

　

気
候
変
動
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
、
デ
ジ

タ
ル
化
な
ど
の
産
業
構
造
の
変
化
が
、
雇

用
や
労
働
条
件
な
ど
労
働
者
に
与
え
る
影

響
に
つ
い
て
、
公
正
な
移
行
が
実
現
す
る

よ
う
、
国
内
の
地
方
自
治
体
か
ら
グ
ロ
ー

バ
ル
ま
で
、あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
に
お
い
て
労

働
組
合
が
討
議
に
参
画
で
き
る
よ
う
に

確
保
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。

〈
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
４
・
０
〉

　

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
４・０
に
代
表
さ
れ
る

産
業
構
造
の
変
化
を
積
極
的
に
利
用
す
る

た
め
、
そ
の
前
提
と
な
る
公
正
な
移
行
を

実
現
す
る
た
め
、
労
働
組
合
は
な
に
を
す

る
べ
き
か
。
そ
れ
は
「
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー

４・
０
の
影
響
に
対
応
す
る
た
め
に
労
働

組
合
４
・
０
を
求
め
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
の

下
に
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
内
で
議
論

さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
新
し
い

技
術
・
技
能
に
適
応
す
る
た
め
の
教
育
訓

練
、
職
場
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
の
労

使
協
議
、
新
し
い
労
働
様
式
へ
の
適
切
な

規
制
・
保
護
な
ど
も
重
要
で
す
が
、
や
は

り
将
来
の
産
業
・
技
術
転
換
へ
の
労
働
者
・

労
働
組
合
の
全
面
的
参
画
が
必
要
で
あ
る

と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
持
続
可
能
な
産
業

政
策
の
項
目
全
体
に
わ
た
っ
て
、
行
動
を

効
果
的
な
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、
加
盟

組
織
の
政
策
提
言
能
力
向
上
の
た
め
の
訓

練
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
方
針
に
加
え
て
、
第
３
回
世
界

大
会
は
、ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
を
補
強
す

る
大
会
決
議
を
採
択
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら

は
こ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
を
強
化
す

る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
の
内

容
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
て
き
ま
し
た
が
、

第
１
部
は
最
後
に
「
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー

ル
・
グ
ロ
ー
バ
ル
ユ
ニ
オ
ン
加
盟
組
織
に

は
、
よ
り
よ
い
世
界
、
よ
り
輝
か
し
い
未

来
を
構
築
で
き
る
決
意
と
能
力
、
権
限
が

あ
る
。
一
緒
に
取
り
組
も
う
！
人
々
に
力

を
！ 

公
正
な
未
来
の
た
め
に
団
結
！
」
と

い
う
一
文
で
し
め
く
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

重
要
な
の
は
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
実
現

の
た
め
に
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
の
努
力

と
同
時
に
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
の
加

盟
組
織
が
一
致
団
結
し
て
行
動
す
る
こ
と

で
あ
り
、
各
国
国
内
に
お
い
て
も
同
様
の

取
り
組
み
や
調
整
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

2
0
1
2
年
の
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
結

成
か
ら
来
年
で
10
年
に
な
り
ま
す
。
各
国

で
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
加
盟
組
織
に
よ

る
連
絡
機
関
が
設
立
さ
れ
て
き
て
お
り
、

地
域
で
の
産
業
を
超
え
た
行
動
な
ど
が
展

開
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
ア
ク
シ
ョ
ン
・

プ
ラ
ン
を
実
現
し
、
加
盟
組
織
の
組
合
員

と
そ
の
家
族
の
生
活
の
維
持
・
向
上
に
向

け
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
活
動
と
と
も
に
、

各
国
・
各
組
織
の
活
動
を
支
援
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。


